
令和 7 年度上半期 指定管理者管理運営状況シート 

●施設の概要 

施設名 西児童センター 所管課 子ども未来部子ども支援課 

所在地 岐阜市鏡島南 2 丁目 8 番 40 号 

指定管理者名 社会福祉法人 岐阜市社会福祉事業団 

指定期間 令和 4 年 4 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日まで 

選定方法 ■公募        □非公募  

料金制 □使用料       □利用料金         ■料金徴収なし 

指定管理委託料（年額） 16,393,000 円 

施設の設置目的 児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、又は情操を豊かにすることを目的とする。 

施設概要 
◇構造：鉄筋コンクリート造 3 階建のうち 1 階の一部 ◇敷地面積：3,604.32 ㎡ ◇延床面積：468.22 ㎡ 

◇施設内容：遊戯室、幼児室、図書学習室、集会室、おもちゃ図書館、静養室兼相談室、事務室、 

駐車場（西部体育館駐車場と共有） ※岐阜市西部体育館との合築 

●利用状況 

  R7 上半期 R6 下半期 R6 上半期 R5 下半期 R5 上半期 

利用者数 

（単位：人） 

来館者数 11,098 9,281 9,797 10,663 10,137 

移動児童館利用者数 670 85 542 67 364 

各室稼働状況 
移動児童館実施回数（単位：回） ※12(10) ※2(2) ※9(7) ※2(1) ※6(4) 

開館日数（単位：日） 156 151 154 151 155 

※実施回数（施設未設置地区実施回数） 

●業務の履行確認 

区分 確認事項 履行状況 

利用者 

サービス 

①開館日・開館時間の遵守 

②適切な人員配置 

③広報の方策 

 

 

④苦情への対応 

 

 

 

⑤仕様書、事業計画書に基づく事業の実施 

①計画通り実施しました。 

②常勤職員 3 名（児童厚生員２名配置）                 

③ホームページ、インスタグラムにおたよりを掲示。ホームページ

とインスタグラムの案内を利用者に促して、広報に努めている。館

内には掲示をして、利用者に随時案内をしています。 

④児童・保護者を対象に、アンケートを実施し、その中に要望等記

入してあればすぐに説明をしました。また苦情、クレーム等は利用

者との会話の中で聞かれたことについては、職員間で情報共有し

て検討し誠意をもって対応しました。  

⑤仕様書、事業計画書に基づき事業を実施しました。 

 
自主事業 

提案事業 

  

施設管理 

①施設設備の保守点検の実施 

 

②施設の衛生管理に対する配慮、快適に利用でき

る状態の保持 

 

 

 

 

③省エネルギー並びに環境への負荷の軽減に努め

ること 

 

④施設・設備・備品等の維持管理 

①管理者点検マニュアルに基づき保守点検を適切に実施しまし

た。 

②施設の清掃は職員による日常清掃と、就労継続支援Ｂ型促進

事業所による週 2 回の清掃。業者によるワックスフィルター清掃・

ガラス拭きを 2 回実施しました。（年 3 回予定）  

安全に施設を利用していただくため、エアコンの温度調節管理、換

気施設内外に蟻・蜂の害虫等が発生した際の速やかな駆除を実

施しました。    

③各部屋を頻繁に見回り、利用者不在時の消灯や事務室の消灯

等、節電・節約に努めました。                  

④月 2 回施設の安全点検・遊具点検をし、頻繁に施設内を巡回し

て不備等の早期発見に努めました。 

また、備品等は、可能な限り修理し、継続利用に努めました。 
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施設修繕 

下記の観点からの修繕実施状況 

①迅速・適切な修繕の実施 

②指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備 

①修繕が必要な箇所は早急に修繕をおこなうよう心掛け、図書室

扉ガラリ破損、幼児室エアコン故障の修繕をおこないました。 

②故障した玩具については、修理できるものは職員が行い、難し

いものについては、毎月開催されるおもちゃ病院のドクターの来館

時にお願いしました。 

 

危機管理 

法令遵守 

①個人情報の保護 

②非常時の対応策 

③関係法令の遵守 

①、②、③岐阜市社会福祉事業団個人情報保護規程・災害対策

マニュアル・児童福祉法関係法令を厳守し適切に実施しました。個

人情報が記載された、入館カードや申し込み表は保存期限後速や

かに全てシュレッダー処理を行い個人情報の漏洩防止の徹底に

努めました。 災害が発生した場合は、岐阜市社会福祉事業団事

務局並びに岐阜市へ迅速に報告する体制を構築しました。西部体

育館と合同で、消防訓練を上半期 1 回実施しました。 
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●利用者評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者アンケート 

の実施状況 

及び実施結果 

＜保護者用（一般来館・クラブ参加）アンケート＞ 

【期間】 令和 7 年 6 月 25 日 ～ 7 月 15 日 

【回答者数】 50  人       

【校区】 市橋： 16 人 鏡島： 15 人 三里： 5 人 本荘： 3 人  

  柳津： 2 人 鶉： 2 人 七郷： 2 人    

  その他市内： 5 人 その他市外： 0 人   

【年齢】 10 代： 0% 20 代： 12% 30 代： 82% 40 代： 6% 50 代以上： 0%   

【評価】 

（あいさつ） 満足： 90% ほぼ満足： 8% 普通： 2% やや不満： 0% 不満： 0% 

（言葉づかい） 満足： 90% ほぼ満足： 8% 普通： 2% やや不満： 0% 不満： 0% 

（利用者対応） 満足： 84% ほぼ満足： 14% 普通： 2% やや不満： 0% 不満： 0% 

（利用しやすさ） 満足： 74% ほぼ満足： 22% 普通： 4% やや不満： 0% 不満： 0% 

（整理整頓） 満足： 92% ほぼ満足： 4% 普通： 4% やや不満： 0% 不満： 0% 

（清潔感） 満足： 82% ほぼ満足： 14% 普通： 2% やや不満： 2% 不満： 0% 

（換気） 満足： 80% ほぼ満足： 14% 普通： 6% やや不満： 0% 不満： 0% 

〇その他アンケートの内容と結果は、別紙のとおり。  

＜小・中・高校生用アンケート＞ 

【期間】 令和 7 年 7 月 1 日 ～ 7 月 12 日   

 

【回答者数】 50  人   

【学年】 小学： 1 年 1 人 2 年 9 人 3 年 12 人  

  4 年 8 人 5 年 7 人 6 年 10 人  

 中学： 1 年 0 人 2 年 3 人 3 年 0 人  

 高校： 1 年 0 人 2 年 0 人 3 年 0 人  

 無回答： 0 人       

 【学校名】 鏡島小 45 人 精華中 3 人 本荘小 2 人    

   その他市内 0 人 その他市外 0 人   

 〇その他アンケートの内容と結果は、別紙のとおり。  

利用者からの 

要望・苦情と 

対処・改善 

・雨の日利用しづらいので体育館横に屋根があるとありがたいです。 

A 構造上難しいため設置できません。ご了承ください。 

・夏はプールやお水遊びしたいです。 

A 安全面、衛生面に配慮が難しいため予定しておりません。ご理解ご協力の程よろしくお願いします。 

・身体測定の頻度が上がるとうれしいです。０歳以外も身長がはかれたらなおうれしいです。 

A 身長、体重を計る機会を増やしていきたいと思います。 

・ジュースやお菓子を持ち込めるようにして欲しい 

A 児童センターで飲食は出来ません。ごめんね。 

先生が少し厳しい、優しくして 

A ルールを守れなかったりすると、先生たちは厳しく皆さんを注意しなければならない時があります。ご了承下さい。 
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●指定管理者の選定基準に基づく評価（西児童センター） 

区分 選定基準 評価項目 具体的な業務要求水準 

評価 

指定 
管理者 

所管課 
評価 

委員会 

公平性 
透明性 

住民の平等利用が確保
されること 

①平等利用を確保するための体

制、モニタリングなど 

・利用者アンケートの実施 

・運営委員会の開催 
A A A 

②情報公開、広報の方策 
・利用者アンケート結果の公表 

・広範で適切な情報提供・広報活動の実施 
A A A 

区分評価 A  

効果性 

事業計画書の内容が、
対象施設の効用（設置
目的）を最大限発揮する
ものであること 

③既存業務の改善、工夫又は新

規事業等の実施 
・業務改善や工夫又は新規事業（行事）等の実施 S S S 

④利用者ニーズ、苦情などの把

握方法、対応方策及びサービス

の質を確保するための体制 

・利用者のニーズ、苦情の把握 

・利用者のニーズ、苦情、クレームへの着実な対応・運

営への反映 

A A A 

⑤利用者に対するサービス向上

の方策（窓口応対、プロモーショ

ン、設備の整備など） 

・移動児童館の実施 

・利用者へのサービス向上に繋がる方策の実施 
S S S 

⑥利用促進、利用者増の方策 ・利用促進や利用者増に繋がる方策の実施 S S S 

⑦施設の効用（設置目的）を最大

限発揮できるスタッフの配置 
・過不足ない適正な人数配置、無理のない職員体制 A A A 

区分評価 S  

効率性 
事業計画書の内容が、
管理経費の縮減が図ら
れるものであること 

⑧指定管理経費の妥当性 ・収支計画の妥当性及び適正な予算執行 A A A 

⑨管理経費縮減の具体的方策 
・管理経費縮減に繋がる方策の実施（リサイクルやリユ

ース、節水・節電など） 
A A A 

区分評価 A  

安定性 
安全性 

事業計画書に沿った管
理を安定して行う物的
能力、人的能力を有して
いること 

⑩組織及びスタッフ（採用予定者

も含む）の経歴、保有する資格、

ノウハウ、専門知識等 

・児童厚生員を 2 人以上、その他の職員（施設が児童

センターの場合は体力増進指導に関し知識技能を有す

る者）を 1 人以上配置（このうち最低 1 人は常勤職員と

すること） 

A A A 

⑪スタッフ（採用予定者も含む）

の管理、監督体制 
・職員の連携体制、職場環境の整備 S S S 

⑫スタッフ（採用予定者も含む）

の人材育成の方策 

・職員の資質向上を図る研修の実施又は研修会への参

加 
S S S 

⑬リスクへの対応方策（利用者の

安全確保策、防止策、非常時の

対応マニュアルなど） 

・危機管理（リスク）や非常時対応のマニュアルの整備 

・リスク防止策の実践 
A S S 

区分評価 S  

貢献性 

事業計画書の内容が、
岐阜市あるいは施設が
ある特定の地域（以下
「地元」という。）の振
興、活性化などに貢献
できるものであること 

⑭地元の法人その他の団体の育

成（一部業務の再委託先）、地元

住民の活用（雇用又はボランティ

ア等） 

・地元の諸団体との連携、交流 

・地元の法人その他団体の育成又は地元住民・高齢

者・障がい者等の活用 

S S S 

⑮地元での社会活動等への参加 

・地元の振興、活性化などに貢献できる社会活動等へ

の参加（地元行事への参加）又は地元の団体・住民と

の協働事業等の実施 

A A A 

区分評価  S 
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●指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など) 

今期の取組み 
に対する評価 

・市岐商図書委員による絵本の読み聞かせ（効果性③貢献性⑭） 

毎年恒例の市岐商図書委員による読み聞かせを、夏休み期間に実施しました。高校生６人が３冊の絵本を読み、３９

人の幼児親子・小学生と交流しました。 

・大人向け絵本コーナー開設（効果性③） 

毎月岐阜市中央図書館に職員が行き、現在どんな絵本が人気があるかという情報を得ながら、絵本などを借りてい

ます。さらに、絵本コーナーの充実を目指して、母親目線での本を選択し大人向け図書コーナーを開設しました。育児

コミックエッセイはパラパラと読め、また共感する部分もあるようで、多くの方が子どもと遊びながら読んでいます。本を

通して、気持ちが軽くなり育児の活力となるような育児支援を進めました。 

・絵本のローテーションの実施(効果性③⑤) 

岐阜市が購入した幼児向け絵本 20 冊の内、10 冊を原則 1 か月単位で当事業団が管理する 9 施設でローテーション

を行いました。これにより、各施設では毎月さまざまな絵本に触れることができる機会を提供することができました。 

・夏を楽しもう(効果性③⑥) 

小学生対象行事として１２企画用意しました。 

サイエンスショー         ３４人 

市岐商読み聞かせ        ７人 

プラ板キーホルダー作り    ２９人 

ビーズブレスレット作り     １２人 

ライフセイバー作り        ２４人 

ウォータードーム作り      ４１人 

みんなで歌って踊ろう      ２１人 

スライム作り            ４３人 

スーパーボールすくい      ３３人 

市岐商相撲部とのふれあい  １７人 

光のびっくり箱作り        ２１人 

プチビンゴ大会          ３６人 

たくさんの小学生が参加して楽しむことができました。 

・絵本の読み聞かせ（効果性③） 

幼児親子に絵本に接する機会を多く持ってもらおうと、幼児クラブの時間には読み聞かせを必ず実施しました。また、

読み聞かせをメインとした自由参加の幼児クラブもセッティングしました。絵本に親しみを持っていただいているよう

で、絵本コーナーでは父親、母親が子どもに絵本の読み聞かせをしている姿が多くなりました。 

・市岐商相撲部とのふれあい事業（効果性③貢献性⑭） 

お相撲さんがやってくるというキャッチコピーで、市岐商相撲部との交流をしました。幼児親子と小学生合わせて６５人

が、まわしをつけた相撲部の高校生 4 人と、準備運動で四股を踏んだり、取り組みをしたりして楽しみました。とっても

楽しかったので、翌日も「今日もお相撲さんくる？」と聞かれるほどでした。 

・夏休み小学生と乳幼児のふれあい事業（効果性③） 

夏休みに実施した、０歳児幼児クラブに小学生ボランティア８名も参加して０歳児と交流しました。当日朝に「小さい子

に絵本を読んであげるよ」「何かお手伝いするよ」と声があがり、手遊び絵本 2 冊をみんなで手遊びしながら歌い読ん

でくれました。また、身体測定時間には体重計係・泣いてしまう子をあやす係・記録係と役割を小学生同士で決めて遂

行してくれました。小学生は、「かわいかった。また、今度も参加したい」と意気込んでくれましたし、お母さんたちは「小

学生も一緒でいつもと違って楽しかったです。」と喜んでいただけました。その後、夏休み期間実施した幼児クラブ 4 回

全てに小学生ボランティアが一緒にダンスをしたり、絵本を読んでくれたりして活躍してくれました。 

・移動児童館の実施（効果性⑤貢献性⑭） 

上半期、要望により １２回実施しました。（設置地区；２回）  

この中で、新たに本荘留守家庭児童会との繋がりができ、夏休みに移動児童館として５回（工作４回、コーナー遊び１

回）交流しました。大変盛り上がり、本荘小学校の子どもたちに西児童センターを知っていただく機会となりました。本

荘校区は幼児親子の交流のみでしたが、小学生との関わりもできました。 

・子どもの発達・成長をふまえた幼児クラブの実施（効果性⑤） 

幼児クラブの内容を、子どもの発達・成長に応じた視点から考え実施しています。登録制幼児クラブでは、1 歳～１歳

半は抱っこや、座ったままの活動を、1 歳半～２歳は歩く活動を、２歳以上は体操など動く活動をしています。０歳児自

由参加は要望の多い身体測定を中心に交流会・親子遊びをし、未就園児自由参加では、それぞれの年齢の遊び方

を提示しながら親子ふれあい遊びを実施しています。 

・利用促進や利用者増に繋がる方策の実施（効果性⑥） 

子どもたちの作ったドミノなどの写真や、子どもたちが描いたイラストなどを掲示することで、児童館で自分を認めても

らえていると感じられるよう努めました。友達に自分の写真を見て欲しくて、友達を連れて来ることも沢山ありました。

また、下校してからの限られた時間の中で遊戯室を使用して遊ぶため、知り合いでなくても、みんなでドッジボールな

どをする姿も見られました。そのなかで、沢山の友達ができ、みんなで一緒に遊ぶことの楽しさを感じているようでし

た。学校で児童センターでの楽しかった出来事を話し、聞いた友達も一緒に遊びに来るようになったので、小学生の

来館数は令和７年９月末３１７９人と前年度比８９３人３０％増加しました。 

 

前回までの意見を 
踏まえた取組み状況 

□子どもだけでなく親が本に親しむための取り組みを行っている。 

・親も楽しめる本を閲覧できるようにしました。 

□幼児クラブを子どもの発達・成長に応じた視点に変更するなど利用者に寄り添った改善を行っている。 

・子どもの発達・成長に寄り添った内容で実施しました。 

□ワークバランスの取れた職場環境に取り組んでいる。 

・継続していきます。 

□登録制幼児クラブの内容を、子どもの発達・成長に応じた視点から考えて行っている点は評価できる。 

・子どもの発達・成長に寄り添った内容で実施しました。 
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□市立岐阜商業高等学校と連携して取り組んでいる点は評価できる。 

・上半期は図書委員による絵本の読み聞かせと、相撲部との交流で連携しました。 

□職員でできることは自前で行うことで経費削減を実施しているほか、職員が年次有給休暇を取得しやすい環境づく

りなど、ワークバランスの実現を図っている点は評価できる。 

・継続していきます。 

 

今後の取組み 

□子どもたちの中から発生する遊びを受け入れ、見守っていきます。 

□乳幼児と小学生のふれあいを大切にしていきます。 

□地域の子育て支援に取り組んでいきます。 

 

 

●所管課の意見 
○幼児連れの親子に絵本に接する機会を多く持ってもらうため、幼児クラブの時間には毎回、読み聞かせを行っている点が評価できる。 

〇市岐商が近くにあることを活かし、高校の図書委員による読み聞かせや相撲部と触れ合う取り組みを行っており、地域との良い関係が作れ

ている。 
 
 

●指定管理者評価委員会の意見 
〇水遊びをしたいなどの要望に対し、できるだけ利用者のニーズに応えるように取り組んでいただきたい。 

○バウンサーを設置するなど、乳児連れの母親に配慮した施設運営を行っている点は評価できる。 

○その他、すべての評価項目が業務要求水準以上となっており、適正に管理運営が行われている。 
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